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【本領域の目的】 

 配偶子（卵と精子）を産生して次世代へ生命を

伝えることは、生物の最も根源的な機能である。

動物が安定して子孫を残すためには、配偶子の元

となる始原生殖細胞（PGC）を作り出すこと、PGC
に由来する配偶子幹細胞（GSC）の働きにより配

偶子を継続して産生すること、が不可欠である。

この配偶子産生システムを理解することは生物学

にとって長年の中心課題であるが、未だその全容

解明には及ばない。本研究では、本申請領域に参

加する研究者によって得られた新たな研究成果に

基づき、動物の配偶子産生システム制御機構を解

明することを目的とする。このとき、動物種を越

えてPGCやGSC中で機能する細胞自律的な共通

メカニズムに注目すること、in vivo の解析ととも

に in vitro で配偶子産生過程を再現することを連

携して行い、より深い理解を目指す。

本領域の概要 

【本領域の内容】 

 本領域は、配偶子産生システムの制御機構を明

らかにする研究（A01）と、in vitro において配偶

子産生を再現する研究（A02）で構成される。A01
で得られる in vivo における配偶子産生システム

制御機構の研究成果を基盤とし、A02 において in 
vitro で配偶子産生を再現する。さらにその系を

A01 の解析系として使うことにより、胚や個体な

ど in vivo で行われてきた研究に技術革新をもた

らす。A01 と A02 の密な連携のもと、この研究の

サイクルを上手くまわすことで、二つの目的を共

に達成する。

本領域の研究体制

【期待される成果と意義】

 基礎と応用指向の研究間の相互連携、さらに

様々な動物を用いている研究者を取り込むことに

より、配偶子産生システムを制御する共通原理を

明らかにする。本領域の研究成果は、基礎生物学

や医学，畜産学、水産学等の広い分野に大きく貢

献すると期待される。

【キーワード】

配偶子産生システムを制御する共通原理：多く

の動物に共通する PGC 形成および配偶子産生の

制御機構。本領域では、共通の機能を持つ遺伝子

のみならず、それらが構成する遺伝子ネットワー

クにも着目し、そのネットワークの普遍性を探る

先駆的研究を目指す。
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